
「子宮体癌に対するレンバチニブ＋ペムブロリズマブ併用療法の副作用に関する後方視的

研究」の実施について 

 

現在、当院では、がん化学療法後に増悪した切除不能な進行・再発の子宮体癌に対しレ

ンバチニブ＋ペムブロリズマブ併用療法（以下 LP療法）を行った患者さんを対象として、

使用実態、副作用に関する後ろ向き観察研究を行っています。 

今回の調査では LP 療法の副作用発現状況と、レンバチニブの減量、休薬について実態

調査を行います。 

患者さんがより安心して LP 療法による治療を受けられることを目的に、2022 年 2 月 1

日から 2026 年 3 月 31 日の間に当院で LP 療法を施行された患者さんについて、処方歴、

臨床検査値などを処方データベース、臨床検査値データベースなどに基づき調査させてい

ただきます。 

この調査では、診療情報について個人の特定ができないように匿名化して集計、解析を

行い、患者様の個人情報は厳重に管理・保護し、患者様に不利益が生じないよう配慮して

います。また、この研究は倫理委員会で研究計画書の内容及び実施の適否等について、科

学的、倫理的な側面が十分に審議された上で承認されています。この調査によって得られ

た情報は、研究の目的以外には使用いたしません。 

調査に該当される患者様で、この調査に関する疑問点やご自身の診療情報の使用を希望

されないなどの要望がございましたら、薬剤部 小杉までご連絡ください。ご連絡がない場

合には患者様の貴重な診療情報を、医薬品の適正使用を目的として調査に使用させていた

だきます。 

診療水準向上のために、ご協力いただけますようお願い申し上げます。 
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た患者さん。 
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2022 年 2 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日 
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